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民謡 はいかにして伝 えられるか - ブルターニュの場合
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 How to Transmit Folk Songs? A Case Study of Brittany 

                       YANAGAWA Hidetoshi 

         Faculty of Law, Economics and the Humanities, Kagoshima University 

 Brittany occupies a large peninsula in the northwest of France, and stands out from the rest of 

France not only physically but culturally as well. The area has been inhabited by the Celts since 

about the 5-7th century. They gave the region a Celtic language which remains in the western 

part. In the middle of the 19th century, Brittany experienced a revitalization of traditional 

culture with the discovery and widespread collection of folk songs. 

 In the 1950s, Loeiz Ropars adapted the fest-noz , a "night party" in rural communities and set 

the stage for the folk revival. Since the 1970s, Breton music has been modernized and adapted 

into folk-rock and other fusion genres through the influence of Alan Stivell. Now it is very 

popular even outside the region. Large-scale Celtic festivals are held in the summer in towns 

around the region. Yann-Fanch Kemener and other famous singers are continuing Breton 

traditions. 
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は じめ に

奄美 シマウ タはここ数年,急 速 に愛好家層 を広 げている。そ の きっか けの ひ とつが,

元 ち とせ な どメジ ャーデ ビュー した若 手 の唄 者た ちの活躍 にある こ とは言 うまで もな

い。 しか しより広 い視野 で見 れば,こ の現象 は90年 代か ら本格化す る世界的 なワール ド

ミュージ ック ・ブームに よって準備 されていた とも言 える。そ れは第三世界 も含め た広

い地域 の音楽 を人 々に紹介 し,シ マウタが違和感 な く受容 されるための土壌 をつ くった。

シマウ タが そ うである ように,世 界 には少数言語 に よって唄 われる民謡が数多 くあ る。

そのなかには国境 を越 える聴衆 を獲得 している もの も少 な くない。が,そ うした民謡 は

その愛好家層 の拡大 とは別 の ところで,現 在 その伝承 にまつ わるさまざまな共通の問題

を抱 えている。 それゆえ世界 の民謡 の現状 を知 るこ とは,シ マ ウタの未来 を占うこ とと

無 関係 ではない。 ここではフラ ンス ・ブルターニュ地方 の民謡 を取 り上 げ,そ の歴史 と

現状 を紹介 してみたい。
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I ブル タ ーニ ュ の民 謡 につ い て

ブル ターニュの概要

フラ ンス北西部 の半 島地帯 に位置す るブルターニュ地方 は,そ れぞれ に個性的 なフラ

ンスの地方 のなかで も,際 立 った独 自性 を もつ地方 として知 られる。そ の独 自性の起源

には,ま ず ブ リテ ン島か らの移住民 の存在が ある。4世 紀末か ら7世 紀 中頃 にか けて行

われたこの移住 は,す でにローマ化 されていたこの地 にラテ ン文化 とは異 なる文化 を も

た らした。 とくに言語 である。移住民が話 していた 「島のケル ト語」の一派で あるブ リ

トン語 は,こ こでやがてブル トン語へ と変わ り,い まなお この地方 の西半分 をなすバス ・

ブル ターニュ地方 に残 る。 もっ とも,現 在 このこ とばは話者の減少が著 しい。それ を 日

常 的に使用す る人 の数 は,1997年 の調査ですで に6万 人台。そ の大半 は高齢者であ る。

歴史 的に見 て も,ブ ルターニ ュは9世 紀半 ばにノ ミノエNominoeに よってフラ ンク王

国の支配 を離 れてか ら1532年 にフラ ンス に併 合 される まで,「 ブル ターニュ公 国」 と し

て独立 国の地位 を保 った。 のみな らず,併 合後 もこの地方 はルイ14世 治下の 「赤帽子の

乱」や大革命後 の 「ふ くろ う党」 の反乱 な ど,中 央支配 に抵抗す る数 々の反乱の舞台 と

なって もきた。 こうした事情 を背景 に,ブ ル ターニュの人 々は他の地方 の人 々 と比べ て

抜 きん出て強 い地域 的アイデ ンテ ィテ ィーを もつ。彼 らは しば しば「私 はブル トン人 だ」

と口に し,白 黒二色 に染 め られたブル ターニュの地方旗 「グエ ン・アー・デ ュー」Gwenn

ha Duを 高 く掲 げる。むろん,そ の意識 が極 端 に昂 じた場合 には,し ば しば フラ ンスか

らの独 立 を志向す る分離独 立主義 の運動 に もなる。 こ う した運動 に加担 す る人 は ブル

ターニュで もご くわず かであるが,そ の存在 は20世 紀 の初 めか らこの地方の歴史の一部

をな している。

この背景 には,ブ ル ターニ ュが長 くフ ラ ンスで もっ とも開発 が遅れ た貧 しい地域 で

あった とい う事情 もある。 それは1950年 代 に 「ブルターニュ問題」 としてクローズ ア ッ

プ され,国 家 的な問題 に もなった。 開発 の遅 れか ら,多 くのブル トン人 は仕事 を求め て

パ リや他 の諸都市 に流 出 した。北米大 陸をは じめ海外 に渡 った人 も少 な くない。

ブル ターニ ュの フランスへ の距離感 をよ く示 すのが,そ の 「ケル ト圏」(ア イル ラ ン

ド,ス コ ッ トラ ン ド,ウ ェールズ,マ ン島,コ ー ンウ ォール,ブ ルターニュ)へ の帰属

意識 である。 ブルターニュのアイデ ンテ ィテ ィーの根拠 は,フ ラ ンスの一部で あ りなが

ら,同 時 に このケル ト圏に も帰属す る とい う独特 の均衡 のうちにある と言 える。それ は

た とえば,EU諸 国の通貨統合 を 目指 した 「マ ース トリヒ ト条約」 に関す る国民投票 に

お いて,こ の地方が フラ ンスの他 の地域 と比べ て際立 って多い賛成票 を投 じた とい う事

実 の うちに も表 れているだろ う。

こ うしたケル ト圏へ の結 びつ きを象徴す るのが,な に よりも音楽 である。とりわけワー

ル ドミュー ジ ック ・ブ ームの なかで,こ の地 域が 「ケ ル ト音楽」 の一翼 を担 う ように

なって以来,そ の関係 はます ます強 固になっている。夏期 にブルターニュの各地で 開催

される音楽祭 は 「ケル ト祭」 の名 で呼 ばれ,こ の地方 の重要 な観光資源で もある。 なか

で もカ ンペ ール の 「コル ヌア イユ祭」Festival de Cornouailleや ロ リア ンで 開催 され る

「イ ンターケル ト ・フェステ ィヴァル」Festival interceltiqueは その規模 の大 きさで名高

く,と くに後者 は毎年 ケル ト圏の ミュージシ ャンが集結す る世界屈指の ケル ト音楽の祭

典 として知 られている。
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19世 紀 - 民謡収集の始 ま りと地域主義

ブル ターニュの音楽が人 々に知 られる ようになったのは,19世 紀 のこ とであ る。きっか

けは,フ ィニステール県 出身の貴族,テ オ ドール ・エ ルサ ール ・ド ・ラヴ ィルマル ケ子

爵Theodore-Hersart de la Villemarqueが1839年 に出版 した 『バ ルザズ ・プ レイス(ブ ル ター

ニュ民謡)』Barzaz-Breizと い う歌集 だった。 この書物 はブルターニュで収集 され た民謡

を,ブ ル トン語 の原文 にフラ ンス語 の対 訳 を付 して出版 した もの であ ったが,大 作 家

ジ ョルジュ ・サ ン ドか ら 「ホメロスに匹敵す る」 と絶賛 され,フ ラ ンスのみ な らず ヨー

ロ ッパ 各国で大 きな評判 となった。

ラヴ ィルマルケに よれば,ブ ル ターニュの民謡 は大 きく三つ に分類 される。 まず神話

や伝説 や歴 史的 な出来事 に材 を とった 「グ ウェルス」gwerz,恋 愛歌 や子 守歌 などの生

活歌 である 「ソーン」sone,そ して聖人の生涯 やキ リス トの受難 な どをうたった 「宗教

的な歌」chants religieuxで ある。 なお,こ のラヴ ィルマ ルケの分類 はおお むね現在で も

通用 している。

19世 紀 のブル ターニュでこ うした民謡 の伝承者 となったのは,乞 食,屑 屋,織 工,粉

屋,仕 立屋,木 靴屋 な どのいわゆる下層民 だった。職業柄,ブ ルターニュ各地 を転 々 と

した彼 らは,行 く先 々で歌 を仕入 れ,そ れを人 々に伝 えて歩い た。乞食が施 しの返礼 に

歌 を うた うこ とも少 な くなかった とい う。

この地方 には また 「歌 の瓦版」 とで も呼ぶべ き刷 り物 もあ り,民 衆 に深 く浸透 してい

た。大方が一枚 もので,歌 詞 だけが 印刷 されていたが,と きに楽譜が印刷 されるこ とも

あった。 内容 は さまざまだったが,な かには火事 の発生や コ レラの流行 な どをうたった

もの もあ り,メ デ ィアが 限 られていたこの時代 には人 々にニュース を伝 える役割 を担 っ

て もいた。 こ うした刷 り物 は,祭 りな ど人が多 く集 まる場所で行商人 によって売 られ,

彼 らは しば しば 自ら歌 って見本 を示 した とい う。

ところで,ブ ルターニュにお ける民謡 の収集 は,ラ ヴ ィルマ ルケ以後 も衰 えを見せ な

かった。 きっかけ となった彼 の歌集 は,歌 の収集が学問 的な性格 を帯 びるにつれ,そ の

真正 さに疑 問が投 げかけ られる ようになったが,一 度確立 した 「歌 の国ブルターニ ュ」

の評判 は揺 るが なかった。民謡 を土地 の魂 の表現 として称揚す るロマ ン主義 の風潮 も,

それを後押 しした。

この時代 の象徴が,い まなお伝説 的な歌 い手 として語 られるマ ルハ リッ ト ・ブ リュ ッ

プMarc'harid Fulupで あ る。1837年 に トレゴール地方の寒村 に生 まれた彼 女 は,フ ラ ン

ス語 は もちろん読 み書 きもまった くで きなかったが,人 並 みはず れた記憶力の持 ち主で,

同 じ民話や歌 を一語 も違 えず に繰 り返 して収集家 を驚 かせ た。 その レパ ー トリーは,少

な くとも民話が150,民 謡が259あ った と伝 え られる。両手が不 自由で あったため ま とも

な仕事 はで きず,乞 食 を生業 とした とい う。

19世 紀末 のブル ターニュの地域主義運動 は,こ のマルハ リッ トを郷土 の象徴 に祀 り上

げる。彼女 は 「ブル ターニュのフ ォークロアの女王」 としてこ とあるご とに公の場 に担

ぎ出 され,死 後 には碑文 を刻 んだ大理石 の墓が贈 られた。現在で は故郷 の村 に彫像 も建

つ。 その歌 は1900年 にフラ ンソワ ・ヴ ァレFrancois Valleeに よって蝋管 に録音 され,い

まに残 る。

20世 紀 - ケル ト ・サ ークル とフェス ・ノスの登場

このマルハ リッ トの死後,ブ ル ターニュは急速 な変化 に見舞 われ る。 とくにブル トン



20 梁川 英俊

語 は第一次大戦 を境 に著 しく衰退す る。 ブル ターニュのフラ ンス語化 は両次大戦 間を通

じてその後 も急速 に進 み,第 二次大戦後 にはブル トン語 の話者 は全 てフラ ンス語 とのバ

イ リンガルになる。19世 紀半 ばまではバ ス ・ブル ターニュ地方 の人 々の八割 はブル トン

語 のみのモノ リンガルだったのだか ら,こ の変化 は大 きい。

20世 紀 になる と,都 市住民 の間における農民 フ ォークロアの ブームに乗 じて,伝 統的

な踊 りや民族衣装 な どを呼 び物 とす る祭 りが ブル ターニュの各地で 開催 され るようにな

る。 こうした祭 りは観光 ブームの到来 とともにその数 を増 し,伝 統的 な歌や踊 りの保存

を 目的 とす る 「ケル ト ・サ ークル」 と呼 ばれるグループが各地 に現 れる。 ビニウ(バ グ

パ イプの一種)や ボ ンバ ル ド(オ ーボエ の一種)と いったブルターニュの伝統的 な木管

楽器 の演奏 も1940年 代 か ら編成が大 きくな り,「 バ ガ ド(楽 隊)」bagadと い う名で呼 ば

れる ようになる。1950年,こ れ らの団体 は 「ケ ンダル フ(連 結)」Kendalc'hと い うひ と

つ の組織 に統合 され,そ の活動 はます ます盛 んになる。5年 後 にはバ ガ ドの数 は70,ケ

ル ト ・サ ークルの数 は90に 達 していた。

もっ とも,民 謡 の伝 承 とい う点 で重 要 なのは,1950年 代 に始 ま った 「フェス ・ノス」

fest-nozの 復 興 だろ う。ブル トン語 で 「夜祭 り」 を意味す る この フェス ・ノス は,厳 し

い農作業が終 わった後 の農民 たちの気晴 らしとして,ブ ルターニュ中央部の ポエ ル地方

で行 われていた催 しだった。 「カ ン ・ア ・デ ィスカ ン(歌 と返 し歌)」kan-ha-diskanと い

うこの地方独特 の民謡 に合 わせ てガボ ッ トを踊 るこの祭 りは,農 作業の機械化 とともに

衰退 を余儀 な くされたが,そ れ を新 しい形 で蘇 らせ たのが歌手 のロイス ・ロパ ルスLoeiz

Roparsだ った。彼 はそれ まで踊 りの輪 のなかにいた歌手 を踊 りか ら切 り離 して,マ イク

の前 に立 たせ た。歌手が一緒 に踊 っている ときには,輪 の大 きさは互い の声が聞 こえる

範 囲を越 えなかったが,彼 らが マイクの前 に立つ と,そ の大 きさには際 限が なか った。

ロパ ルスは またフェス ・ノスの場所 を,そ れまでの野外 か らダ ンス ホールや公民館 な ど

の室 内に移 した。 この新 しい形 のフェス ・ノス は,地 域 の交流 に最適 な娯楽 として60年

代 を通 じてブル ターニュ中に普 及 し,70年 代 にはア ラン ・ステ ィー ヴェルAlan Stivellの

活躍 に よって空前 のブームを迎 えるこ とになる。

ステ ィーヴ ェル革命

アラ ン ・ステ ィー ヴェル,本 名 ア ラン ・コシュヴル ーAlan Cochevelouは,1944年,ブ

ル トン人 の末喬 としてパ リに生 まれた。父 ジ ョールは音楽や絵画 に天賦 の才能 を発揮す

る才人 であったが,や が てケル ト人 の末喬 としての誇 りか ら,古 のバ ル ドが歌の伴奏 に

使 ったハ ープの復元 を志す。十年 の歳 月をかけて完成 したそのハ ープに真 っ先 に関心 を

示 したのが,ま だ10歳 のアラ ンだった。 この楽器です ぐにアイルラ ン ドや ブルターニュ

の音楽 を弾 きこなす ようになった彼 は,そ の後,ブ ル ターニュの民族色 の強 いボーイス

カー ト団 「ブ レイモール(オ オカ ミウオ)」Bleimorに 入団 し,バ ガ ドの一員 としてビニ

ウやボ ンバ ル ドの演奏 も始 める。

60年 代初頭,ア メ リカのフ ォーク ・ミュージ ック と出会 って衝撃 を受 けた彼 は,そ れ

をブルターニュの伝統音楽 と結 びつ けよ うと試 み,ケ ルティ ック ・ハ ープを片手 にパ リ

のア メリカ ン ・セ ンターの フ ォー ク集会 に通 いつめ る。1967年,ブ ル トン語で 「泉」 を

意味す る 「ステ ィーヴェル」 をステージネーム としたアランは,フ ィリップス と契約。

70年 にブル ターニュ色 を前面 に出 したシ ングルを ヒッ トさせ る と,最 初 のアルバ ム 『ル

フレ(反 映)』Refletsの 制作 に着手す る。 ブルターニュの民謡 や舞 曲 を現代風 にア レン
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ジ したこの アルバ ム は,発 売後 わず か数 ヵ月で一万枚 を超 えるセ ールス を記録 した。

1971年 末,二 枚 目の アルバ ム 『ケ ルテ ィック ・ハ ープ ・ルネサ ンス』Renaissance de la

harpe celtiqueを 発表 した彼 は,翌 年二 月にはオラ ンピア劇場 に出演。公演の模様 を収め

たライヴ盤 『オラ ンピアのアラ ン・ステ ィー ヴェル』Alan Stivell l'Olympiaは,一 年で

15万 枚 を売 り上 げる大 ヒッ トとなった。

いまなお 「ス ティーヴェルの年」として語 り継 がれる,こ の70年 代前半 のス ティーヴェ

ルの活躍が ブル ターニュの人 々に もた らした影響 は大 きかった。実際,誰 もが時代遅れ

だ と思 っていたブル ターニュ民謡が大衆 の支持 を集 め,絶 滅寸前の ブル トン語が ラジオ

や カ フェのジュークボ ックスか ら鳴 り響 いたのだか ら,そ の効果 は計 り知れ なか った。

とくに若者 に与 えた影響 は大 きく,彼 らが祖先 の文化 に目を向 け,ブ ル トン人 としての

誇 りを抱 くきっかけになった。しば しば〈 ステ ィーヴェル革命 〉 と呼 ばれ る由縁で ある。

「ダステュ ム」の設立

ステ ィー ヴェル以後,ブ ル ターニュの伝統音楽 にイ ンス ピレーシ ョンを汲 もう とす る

音楽 グループは跡 を絶 たなかった。 しか し,ひ とつ 問題が あった。 それ はこの音楽の レ

パ ー トリーの乏 しさだった。

最初 に この問題 を 自覚 したのは,パ リ周辺 に住 むブル トン人 の若者 たちだった。1972

年,彼 らは 自ら 「ブルターニュのナシ ョナル ・テープライブラ リー」 を創設すべ く,ブ

ル トン語 で 「収集」を意味す る 「ダステユム」Dastumと い う名前 の組織 を立 ち上 げる。

最初 は小規模 であった組織 も,政 府 の援助 な どによって徐 々に活動 を拡大 し,1978年 には

雑誌 『ミュジ ック ・ブル トンヌ』Musique bretonneを 創刊,81年 にはルーデア ックに最初

のメデ ィアテ ックをオープ ンさせ る。80年 代半 ばに本拠地 を レンヌに移す と,書 籍の 出

版 や レコー ド・CDの 販売 に も乗 り出 して活動 を多様化。90年 か らは支部 の拡充 に努め,

現 在 はカ レー,ラ ニ オ ン,ナ ン ト,ポ ンテ ィヴ ィー,レ ヌ ヴ ァン,カ ンペ ール とブル

ターニュ全県 に支部 を もつ。

「ダステユム」 の活動 の中心 は,ブ ル ターニュの口頭伝承 の収集 ・保存 ・普及 にある。

これは設立 か ら30年 以上 を経 たいまで も変 わ らない。収集 の対象 となるのは,民 話,諺,

難子歌,器 楽音楽,ブ ル トン語 ・フラ ンス語 ・ガロ語 に よる歌 な ど,あ らゆる種類の 口

頭伝 承で あ る。収集 には 自身 の コ レクシ ョンを寄贈 す る こ とを厭 わ ない多 くのボ ラ ン

テ ィアの協力が ある。音資料 は専 門職員 によって分析 され,誰 もが容易 に利用で きるよ

うに分類 ・整理 される。資料 の利用 はすべ て無料で あるが,幸 い著作権 に関す る トラブ

ルは設立以来一件 もない とい う。 レンヌのサ ンテ通 りにある 「ダステュ ム」 の本部 を訪

れる人の数は年 間600か ら700人 。創設以来集 め られた歌や民話 の数 は30,000,ラ ジオ放

送 な ども含 めた音 資料 の数 は60,000に も上 り,録 音 の総 時間 は6,000時 間に達す る とい

う。 むろん,そ の量 は年 々増 え続 けるばか りで ある。1998年 か らは資料 のデジタル化 に

着手,翌99年 にはイ ンターネ ッ ト ・サ イ トも創設 した。将来的 にはこのサ イ トか らすべ

ての資 料 にアクセスで きる ようにす るのが 目標 だが,テ ープだけで3,000か ら3,500時 間

はあるアナログ資料 のデジタル化 は,テ キス トの分析や イ ンデ ックスの作成 と平行 して

進 め られるため多大 な時 間が かかる とい う。現在 「ダステュ ム」の予算 はそ の40%を 自

身の出版事業 の収入 に,残 りを文化省,地 方,県 お よび支部の ある町か らの助成 に拠 っ

ている。予算 額 は年 に よ り異 な るが,2002年 の予算 は550,000ユ ーロ(約75,350,000円)

であった とい う。
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II ブル タ ーニ ュ の歌 手 た ち

ブル ターニ ュにおけ る文化 的 リバ イバ ル によって クローズ ア ップ され たのが,ブ ル

ターニュの民謡歌手 たちであった。それまで狭 い範 囲に限 られていた彼 らの活躍の場 は,

これを機 に大 きく広が った。一方,音 楽市場 におけるブルターニュ民謡 の需要の増大 と

は裏腹 に,歌 その ものは人 々の生活 か ら急速 に消 えていった。かつ ては誰 もが うたう も

のであった民謡 は,次 第 に歌 の上手 な人 だけの ものにな り,歌 い手 と聴 き手 の分化が進

んだ。 い まや民謡 の伝承者 はプロの歌手で あ り,民 謡 のワークシ ョップ も彼 らが 中心で

ある。 こ こでは,そ うしたブルターニュの民謡歌手 たちの幾人かの プロフ ィールを紹介

し,ブ ル ターニュの音楽文化 の一端 に触 れてみ たい。

まず,ゴ アデ ック姉 妹les soeurs Goadec。 マ リヴ ォンヌMaryvonne,ユ ー ジ ェニ ー

Eugenie,ア ナス タジーAnastasieの 三姉妹か らなるこのグループは,ス テ ィーヴェル以

後,ブ ル ターニュ民謡 の顔 として広 く知 られた。全員が ブルターニュ中部 トレフィ ンの

出身で,最 年長 のマ リヴ ォンヌは1900年 の生 まれで ある。十人兄弟で,幼 少時か ら親兄

弟 とうた うことが多 かった とい う。親戚 には父方 ・母方 を問 わず,有 名 な歌 い手 を幾人

も数 えた ら しい。彼女 らを一躍 人気者 に したのは,1956年 か ら始 まるフェス ・ノスの復

興 で,ス テ ィーヴェルの成功 ののちはパ リに も登場 し,1973年 にはボビノーで リサ イタル

を開いた。1983年,マ リヴ ォンヌの死 とともに活動 を停止。2003年 のユ ージェニーの死

去 で,メ ンバ ー全員が故人 となって しまった。

その彼 らとフェス ・ノスで人気 を二分 したのが,モ ルヴ ァン兄弟les freres Morvanで

ある。 ゴアデ ック姉妹 の男性版 とい うべ き存在 で,フ ラ ンソワFrancois,ア ン リHenri,

イヴ ォンYvonの 三兄弟 よ りなる。 ブルターニュ中部 の小村 ボ コルの出身。幼少期の家

族 の会話 はブル トン語 のみで,フ ラ ンス語 は学校で初 めて教 わった とい う。歌の レパ ー

トリーの大半 は母親 か ら引 き継 いだが,彼 女 はそれを夫か ら学 んだ らしい。19世紀半 ばに

生 まれた この夫 は,読 み書 きが で きたため,乞 われて歌 の刷 り物 をうたうこ とが多 く,

歌 をた くさん知 っていた とい う。兄弟 は母親が 日常 的に うた う歌 を もっぱ ら耳で記憶 し

た。 カ ン ・ア ・デ ィスカ ンを得意 とし,ジ ャガイモ の収穫 な ど大 きな農作業 の後 に行 わ

れる 「ノズ ヴェシュー(夜 の集 い)」nozvezhiouで よ くうた っていたが,農 業 の機械 化

につれて祭 りは衰退,活 動 の場 をフェス ・ノス に移す。以来,農 作業のか たわ らに出演

した フェス ・ノスは数百 に及ぶが,ブ ル ターニュ以外 の土地 に出か けるこ とは稀 だ とい

う。最近 は若 い世代 にカ ン ・ア ・デ ィスカ ンを伝 えるための教育活動 に も力 を入れ てい

る。

彼 らに続 く世代 の代表 が,ヤ ン ・ファンシ ュ ・ケ メネールYann-Fanch Kemenerだ ろ

う。 まだ40代 後半 だが,歌 手歴 はす でに30年 を越 える。 ブルターニュで最初 のプロの民

謡歌手 であ り,こ れ まで20枚 ほ どのCDを 出 し,毎 年100回 近い コ ンサ ー トをこなす。芸

術家 に対す る公 的援助が盛 んなフラ ンスで は,彼 の ような民謡歌手が少 なか らずい る。

ブル ターニュ中部 プ リン地方 の小村サ ン ・トレフ ィーヌの出身で,子 供 の頃,村 人の大

半 は フラ ンス語 を知 らず,会 話 はすべ てブル トン語 で行 われた とい う。 カ ン ・ア ・デ ィ

スカ ンの本場 である この地方 では,道 で出会 った人が い きな り歌で会話 を始 めるこ とも

あった らしい。小 さいなが ら歌 の コンクール もあった という。 そんななかで,ケ メネー

ルは13歳 の ときか らステージに立つ。やが てアラ ン ・スティーヴェルの活躍 の影響で,
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「カ ン ・アル ・ボブル(民 衆 の歌)」KanarBoblと い う民謡 コンクールが始 ま り,ケ メ

ネールは18歳 でその第4回 大会 の優勝者 となる。以来,ブ ルターニュ民謡の第一人者 と

して活躍す る彼 は,伝 統歌謡 をベ ース に,「 バルザス」Barzazと い うバ ン ドを組 んだ り,

ジ ャズ ピアニス トの デ ィデ ィエ ・スキバ ンDidier Squibanと 共演 した りと,さ まざまな

試 みを行 っている。2000年 か らはチェ リス トのアル ド ・リポシュAldo Ripocheと 組 み,

2005年 には最新 アルバ ム 『ア ン ・ドル ン(手)』An Dornも 発 表 した。彼 は また民謡の

収集家 として も知 られ,1996年 に長年 にわたる成果 をま とめて,『 ヤ ン ・フ ァンシュ ・ケ

メネールの旅 日記』Carnets de route de Yann-Fanch Kemenerと して出版 した。

ケメネール と同世代 で同時期 にプロの歌手 になったのが,エ リック ・マル シャンErik

Marchandで あ る。パ リの生 まれだが,一 族 はブル ターニ ュの ガロ地方の出身で,父 親の

所有す る フェス・ノスの録音 に よってブルターニュの音楽 に目覚 めた とい う。18歳の とき

にパ リの フェス ・ノス でマ ニュエ ル ・ケルジャ ンManuel Kerjeanの 歌 を聴 いて魅了 され,

以後,定 期 的にブル ターニュに通 って彼 の教 えを受 ける。75年 にパ リか らブルターニュ

へ移住。音楽活動 のかたわ らダステュ ムに勤務 し,そ こに保存 され た膨大 な録音 を聴 き

なが らレパ ー トリー を拡 げた とい う。「トル ジェ ンヌ ・ゴール」Treujenn Gaolと い うブ

ル ターニュの クラ リネ ッ トの名手 で もあ り,こ の方面で も活躍 も多 い。歌手 としてはブ

ル トン語 は もちろん,ガ ロ語 で もうた う。世界 の民族音楽 に造詣が深 く,と りわけルー

マニアの音楽 の紹介 には熱心 で,そ の関心 を 自らの音楽 に も積極的 に反映 させ てい る異

色 の歌手 である。

このマル シャンやケ メネールが称賛 して止 まないのが,マ ダム ・ベル トランMadame

Bertrandで ある。彼女 はまった くの素人 で,ス テージや録音で活躍 したわけで はないが,

伝説 的な歌 い手 として知 られた。父親が歌手 として名高 く,レ パ ー トリーの多 くをこの

父親 か ら受 け継 いだ とい う。9歳 の ときに母親 と死別 し,16歳 で木靴職人 と結婚。木靴

職人 は材料 を求 めて作業場 を転 々 とす るのが常 であ り,彼 女の人生 も大半 はそう した作

業場 の掘立 て小屋 で過 ご された。大 きな作業場 には職人 も多 く集 ま り,歌 を覚 えるには

格好 の場所 だった とい う。歌 の上手 さは周 囲で は有名 だったが,フ ェス ・ノスへの参加

に消極 的だったせ い もあ り,最 初 の録音 は1961年,75歳 の ときだった。 ダステュ ムに残

された録音 は数 こそ少 ないが,70年 代以降 の歌 い手 に与 えた影響 は大 きく,と くに 「ス

コルヴ ァン」Skolvanは 比類の ない名唱 と して知 られ る。

最 後 に比較 的新 しい世代 の歌手 を二 人紹介 しよう。 まず,ア ニ ー ・エ ブ レルAnnie

Ebrel。 ケメネール と もよ く共演す るが,世 代 的 には一回 り下であ る。 コー ト・ダルモ ー

ル県 のブル トン語 圏の村 に生 まれた彼女 は,幼 少期 か らブル トン語 を話 し,歌 に親 しん

だ とい う。13歳 の ときに初 めてステージに立 ち,1984年 の 「カ ン ・アル ・ボブル」 に出

場 して注 目を集 める。 カ ン ・ア ・デ ィスカ ンな どの伝統歌謡 の歌い手 として知 られ たが,

90年 代 に入 る と 「デ ィベ ン(末 端)」Dibennと い うグループで も活躍 し,伝 統 をベ ース

に した新 しい歌 もうた う。その後,イ タ リア人の ジ ャズ ベー シス ト,リ ッカル ド ・デ

ル ・フラRiccardo Del Fraと 出会 い,98年 にはアルバ ム 『ヴルス ・ロアール(月 の ビロー

ド)』Voulouz loarを 発 表。批評家 か ら絶賛 された。最近 では 自ら作 曲 も手 がける。

い まひ と りは,デ ネス ・プ リジ ャンDenez Prigentで あ る。彼 は60年 代 末,フ ィニス

テール県北部サ ンテ ックの生 まれ。父親が歌い手で あった祖母 の影響で,幼 時か らブル

トン語 を話 し,民 謡 を うたっていた とい う。 カ ン ・ア ・ディスカ ンの歌 い手 として多 く

の フェス ・ノスに出演,1987年 には 「カ ン ・アル ・ボ ブル」 の優勝 者 となる。 ブル トン
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語 の教 師やラジオのブル トン語番組 の司会 な どを しなが ら音楽活動 を続 け,92年 には レ

ンヌ で 開催 され た ロ ック や テ クノ を中 心 とす る音 楽 祭 「トラ ンス ミ ュー ジ カ ル」

Transmusicalesに 出演 して,大 きな評判 となる。伝統 楽器 とジ ャングル を合体 させ た斬

新 なア レンジで知 られ,ブ ル ターニュの音楽祭 では引 っ張 りだこの人気者で ある。

こ こでブル ターニュ音楽 に関す る具体的 な数字 を少 し挙 げてお こ う。1999年 の データ

であるが,こ の年3月 にパ リのベ ルシーで行 われたブルターニュ音楽の コ ンサ ー トに訪

れた観 衆 は15,000人,ア ラ ン ・スー ヴェス トルの新 譜 の売 り上 げが70,000枚,ダ ン ・ア

ル ・ブ ラースの 『ケル トの遺 産』 の売 り上 げが700,000枚,マ ノーの 『パ ニ ック ・セ ル

テ ィック』の売 り上 げが130万 枚 であ った。 ワール ドミュージ ックの カテゴ リー に分類

され るCDは,フ ラ ンス で売 られ ている全CDの24%,20,225点 に上 るが,そ の うちフ

ラ ンスで制作 された ものは点数 の多 さで3番 目に位置 し1,200点 に上るが,そ の46%,す

なわち550枚 は ブル ターニ ュ音楽 である。 この年,ブ ル ターニ ュで行 われた フェス ・ノ

スの数 は,お そ ら く数 千 は下 らない。夏期 にブル ターニ ュで行 わ れた45の フェステ ィ

ヴ ァルの うち,音 楽祭 は20。 ロ リア ンのイ ンターケル ト ・フェスティヴ ァルの訪問者 は

400,000人 であ った とい う。 もちろん,こ うした数字 は直接民謡 の受容 に関わる もので は

ないが,ブ ル ターニュ民謡 を取 り巻 く状況 の一部 として留意す るに価す るだろう。

お わ りに

ブル ターニュであれ奄美 であれ,時 代 とともに社会構造が変化 し,生 活の なかで民謡

が伝 え られる状況が減少す れば,そ の伝承 は難 しくなる。 なかで も最大 の壁 はこ とばだ

ろ う。 シマグチ もブル トン語 も,と もにその継承が深刻 に危惧 され る少数言語であ り,

民謡 の伝承 の困難 さはこ とばの継承 の難 しさ と分か ち難 く結 びつい てい る。 もちろん若

い有望 な歌手 は どち らに もいる し,社 会 にお ける民謡 の認知度 とい う点で もたぶ ん昔 に

比べ て格段 に上が っている。 しか し,歌 の実質 をなす こ とばを 日常的 に話す環境が な く

なれば,失 われる ものはむろん即興性 に限 らない。幸 いブルターニュにはブル トン語 を

流暢 に話す歌手 が まだ多 くいる し,言 語復 興運動 も盛 んで ある。他 方,奄 美で は4,50

代 の唄者 で もうシマグチが話せ ないのが普通で ある。その点で は,あ るい はブルターニュ

の方が まだ状況 は明るいか もしれない。 もっ とも,ブ ルターニュにおい て も聴 き手の多

くがす でにブル トン語 を解 さない とい う点 では,奄 美 と変 わ らない。 この点で は,ど ち

らに も危惧すべ き点 は多 くある。

それに比べ れば,し ば しば賛否 の分 かれる民謡 の現代風 のア レンジな ど,む しろ伝統

が若 い世代 に継承 される ときの 自然 な現象 と言 えるだろ う。そ もそ も誰 も知 らない歌の

ア レンジな ど無意味 であるこ とを思 えば,こ れ も民謡が人 口に膾炙 した証拠 と受 け取 る

べ きなのか もしれない。が,そ れ も一方で伝統 的な民謡が存続 している とい う条件で,

であるこ とは言 うまで もない。 この均衡が保 たれている限 り,問 われるべ きはア レンジ

の可否 ではな く,む しろその質 であろ う。

いず れにせ よ,民 謡が いかに して伝 え られるか と問 うとき,問 題 となるの は音楽のみ

に止 ま らない。民謡 の存続 を可能 にす るのが,社 会 の有 り様で あ り,世 界の有 り様であ

るこ とを思 えば,そ れは ことばの問題 をは じめ他 の多 くの問い と関 わ らざるを得 ない。

ブル ターニュにせ よ奄美 にせ よ,民 謡 の伝承が問題 になる とき,そ こで本 当に問 われ

ているのは,私 たちが どの ような世界 を望 むか とい う,そ のこ となのか もしれない。
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